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合金の庶子配列の不規則性 .或は強磁性金属を S-d相互作用モデルで考

えたときのd一女ピン配列_の不規則性は伝導電子の散乱をひき起 し,したが

って電気抵抗の療因となる｡電気抵抗のこの様な部分 (それをpとかく)紘 ,

long range order のみを考慮する範囲では .転移点Tc以上では温乾

によらぬ一定値をとり.Tc以下では温壕と共に減少するo Lかし.local'

order の影響を考慮すると,Tc以上でもPは濫乾に依存するo 森 ･川 崎

の方法 (Prog.Theor.Phys,27日982).529) で求めたd-スピン

の相関関数を用いて ,S-dモデルで強磁性金属の電気抵抗を求めると.

Tc以上で .

(a) kFb> 7t では
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たゞし･po - p (T- oo)･kF はフエ,i,ミ球半径 ,bは最近接格子間隔

であるn Tc以上では localorderが残っており.又Tc のすぐ上では

a-スピンの相関は long rangeのものとなるが ,(a)の場合には電気
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二次 の相転移

抵抗のきめ手になるフエル ミ球上の電子の波数 毎 が大 きいため ioGal

orderの影響のみをうけて伝導電子の Spin disorderによる散乱確率

が萩少 し･したが?て P < Po となるo Tcのす ぐ上の温壕ではス ピン配列

のゆらぎが非常に大 きくなると共にそれが可成 り long rangeなものとな

るo kF の小さい伝導電子は ･この long rangeな範囲にわたるスピン配

列のゆちぎの影響をうけて ,その散乱確率が大 きくなり(臨界散乱 )Ip>

po となるの (b)の場合 pの温覆依存性は Parrott(J･Phys｡ Chem･

solids呈萱(1982)'1457)によって半現象論的に革められたものと大体

一致 しているE,

NH4ハ ライ ドと NaNO2GJj核磁気共 鳴

伊 藤 原 書 (阪大基 工 )

NH4ハラ イドは orientational order-disorderの典型的な例で ･

古 くか ら多 くの研究が行われているt,これについて.N言毎 イオンの動的特

性をしらぺる目的で行った核磁気共鳴 (主 としてハロゲ ン核の)の結果を述

べるo 得 られた結果を要約すれば .NH4イオンがその対称軸のまわ り紅行

う束縛回転は orderingの暮夜には殆んど顎償はな(60rderingの定

合いによって ･Tlおよび fcscl型からずれる場合には )e2qQ が大 き

く変化することがわか り.これか ら orderingdegree が亀鑑の関係と

して求め られたO 転移温乾の近 (では ,Shortrange urder 申ありさま

も原理的には求められる筈であるが .この程蜜の精密の実験では観測は鞠難

であったO-定温蜜で圧力を加 えるこ ,転移がおこる場合があるので .高圧

下の実験が面白いと思われる∩
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